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（AL 関連の実践）【高校/世界史 A】発表・対論・司会・記録・討論をすべて生徒が担

当する哲学の授業              野島大輔（関西学院千里国際中・高等部） 

 

溝上のコメントは最後にあります 

対象授業 

・ 授業：「世界史 A（世界思想史）」 高校２～３年生向け、選択必修 

・ 生徒：14 名（校内事情により高１生徒も含まれている） 

・ 教材：検定教科書『世界史 A』（山川）、『ワイド倫理』（東学）、『倫理・社会用語集』   

（山川）…以上各年度版を購入 

ゴルデル『ソフィーの世界』 NHK 1995 年…購入（Kindle 版 有） 

小野田博一『論理的に話す方法』日本実業出版社 1996 年…絶版のため貸し出し式 

この他、視聴覚教材、パズル、パラドクス、教員自作のプリントなどを用いる。 

          

第１節 科目の構成 

IB（International Baccalaureate 国際バカロレア）の必修のコア科目「Theory of Knowledge

（知の理論）」の理念にならい、さらに、学ぶことの意義や学問の成り立ちへの根本的な理解を

重視する本校の伝統的な教育方針を踏まえて、「『考える』ことを徹底的に考える」科目である。

哲学論争、科学論争、論理の構造、論理的な思考方法、様々な学問の成り立ちや歴史上の大哲学

者の思想など、人類の「知の世界遺産」をたどる。 

本校は、1991 年に「新国際学校」としての開設以来、国際バカロレア（International 

Baccalaureate, IB）の指導理念を目標に据えて各科目の教育を展開してきたが、IB のコア科目で

ある「知の理論（Theory of Knowledge, TOK）」にあたる科目が日本の学習指導要領には存在せ

ず、人類の命綱ともいえる知識のバトンリレーへの参加感の醸成や、あらゆる学問の根幹である

論理的な思考・表現法の習得については、各教科内の鋭意の努力の範囲に留まっていた。しかし、

コア科目を欠いたままでは、いつまで経っても学校カリキュラム全体の深化は望めない。そのた

め、2000 年度より社会科（地歴・公民科）の中にある「学校設定科目」（自由選択）という位置

づけで「知識の理論 J」という科目を創設し、日本国内の学校環境に見合う形での、IB のコア科

目に相当するカリキュラムの開発を行った。 

 
＜カリキュラムの基本デザイン＞ 

 

(１) 目的：論理的な思考法・表現法や様々な学問分野の基本的なパラダイムを学びながら、人類

の主要な思想の展開の跡を探究する。 

 

(２) 内容： すべての学問の基礎に共通する根本的なテーマや、哲学の歴史的な展開を学ぶ。 

「正しい」とは何か 

各学問の分野での「正しさ」とその限界 

主張の方法 

論理的な話し方（結論と根拠、三段論法、対偶、アーギュメントとステイトメント、 

インファランス、隠れた前提、結論に対する反論、など） 

論理的な書き方（案内、結論の前置、結論を直接支える根拠、根拠の配列） 

主な大哲学者の思想 
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2015 年度より必修科目の開講授業数の確保のため、「世界史 A（世界思想史）」（選択必修）と

改題し、歴代の大思想家の思想の連続性の理解の段に、より焦点を当てた科目とした。しかしな

がら科目の目標は、IB と同様、トータルな意味での人類の知的遺産の継承の営為への入門・参加

を、依然意識している。また、当校が文科省のスーパー・グローバル・ハイスクール（SGH）の

指定を受けて以降は、SGH のプログラムで探究型の学習をさらに強化することとなり、それら関

連科目との協働・調整を要するようになってきている。当校は上に示した通り、IB の立場に倣っ

て、開設当初から本格的な知の営みとしての学習活動を主軸とするチャレンジを続けてきた（当

初は校名を OIA＝Osaka Intercultural Academy と称していた）。「世界思想史」は、制度上の位

置づけは社会科（地歴・公民科）の科目であっても、探究の学習を含むすべての教科の根幹にあ

たる学習であるべきことを、引き続き目指している。生徒にとっては、すべての学問の基礎とし

て通ずる論理的な思考・表現法の習得、すべての教科の成り立ちと背景にある学問の根本的な理

念の理解を経て、人類の知的遺産の連続的な継承作業への、入門・参加を目指すこととなる。 

今回の授業の、大思想家の思想の理解の大単元では、それまでの学習の成果を踏まえ、生徒ど

うしで、「ホット・シート形式」（原則として生徒一人が希望に基づいて思想家一人を担当し本人

に扮しての発表を行う。また、司会・対論・記録、それに自由討論も相互にローテーションで担

当して学ぶ（「アカデメイア方式」）。生徒は発表の前々日までに、教員と打ち合わせの面談を行い、

プリントに掲げたチェックポイントを満たしているかを確認の上で、準備資料の原稿を提出する

（見解の相違が生まれた場合は、最終的には担当生徒の考えを優先し、校閲・修正は行わず、な

（３） 方法：パズル、テキスト講読、講義、問題演習、グループ・ディスカッション、など様々 

な方法を用いる。学期の後半部は発表と討論（ホット・シート）の形式で学ぶ。できる 

限り、少人数でフリーに発言する授業環境の中で授業を進める。 

 

（４） 評価：論理的な思考法・表現法の部分、および哲学・思想の基本的な部分については筆記 

試験を行う。発表の学習では、発表の準備、資料、説明、質問への応接、司会、反論、 

ログ・ノートを対象に、パフォーマンス評価を用いる。 

成績としては、①発表（ホット・シート＆司会）40％； ②テスト（２回・計）30％； 

③ログ・ノートへの記録 15％；④授業への参加貢献 15％…を、この順に重視し、総合して 

算出する。ただし「Ａ」は全てに渡り優秀な場合とする。 

＊以上の他にボーナス・ポイントとして、授業内容についての異論・反論を中心にした、 

よい内容の「自由レポート」か「調査レポート」を作成・提出すれば、①に加算する。 

「自由レポート」は、授業で学んだ内容への異なった主張を書いたものとする（特に興味 

深い作品は、授業で採り上げる）。「調査レポート」は、自分の問題意識や意見を中心に、 

授業で学んだ内容をより詳しく調べてみた報告とする。どちらも、授業で学んだ内容に 

反対であればあるほど、および根拠がしっかりしていればいるほど、高い評価とする。 

いずれも自己の主張（主張の形式を守ること）を中心に構成し、引用文献を明示する。 

内容がよければ、１通について最大で「＋」１個程度を加算する（仮に内容がよくなくて 

も減点はしない）。学期最終日の１週間前まで、受け取り可能とする。 

＊カリキュラム本体のトータルな評価は、生徒の取った授業ログ・ノートや発表の回の 

録音記録の振り返りを主体に行い、毎年の実践の振り返りは、次年度へフィードバック 

させていく。 

図表１「世界思想史」カリキュラムの基本デザイン 
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るべく討論の過程に委ねる。）。当日の発表の授業内での教員の役割は、原則として最後に数分で

まとめのコメントをするのみとしているが、展開によっては応用的なことがらなど、討論を刺激

する発言を行うこともある。 

内容的にまとまりのある数個の発表群を終えた段階で、レビューの時間を設け、適宜に必要な

論点の補填や不明点・修正点の明確化、内容の掘り下げ、など補完・応用のための学習を行う。 

「ホット・シート形式」および「アカデメイア方式」を用いる発表の要領については、生徒向

けに配布した次のプリントを示す。この他に司会・対論・記録の役割を日程順に記した、ローテ

ーション表を配布している。 

 

世界思想史 

ホット・シート Hot Seat の手順と概要 （2017 年度） 
＜＜手順＞＞ 

＊発表者は、担当の本人になりきって話す。（衣装・メイク・小道具も大歓迎！） 
質疑応答では、本人の立場で考えたらどう答えるか、を推測して、即・反応する。 

 
0. 案内（全体の構成について、はじめに概略を説明する） 
 
1. パーソナル･ヒストリー（その人物の生涯で、その人物の思想に影響を与えたと思われる象徴的

な出来事や、当時の時代背景を選んで説明する。年号や出来事の羅列ではない。） 
 
2. 思想（なに派・なに主義と呼ばれるか、主な著作物のタイトルとその概要、など） 
 
3. その人物の思想を理解するためのキーワードをいくつか挙げて（その中に、下記の「必須キー

ワード」を必ずすべて含むこと）、それぞれどのような内容であるか、解りやすく紹介・説明す

る。 
 
4. その人物の思想のうち最も重要な「主張」一つを選んで、 
  ①結論 ②根拠 （または、①前提 ②結論）のフォームで提示し、詳しく説明する。 

例え話を自作する、図解する、一人芝居やスキットを演じる、など、解りやすく工夫しよう。 
 
5. 質疑応答 リスナーたちからの質問を求め、適切に答える。（by 司会者＝前の順番の人） 
 
6. 反論（by 指定ゲスト＝次の順番の人がその主張に対して、「論理的」で「強い」反論を試みる） 
 このとき、①結論に対して反論 ②反論の根拠 のフォームを使うこと。 

 
7. 主張（発表者）と反論（指定ゲスト）を中心に、リスナー含めて全員での討論を行う。 
 
8. 総括 司会者は、以上の内容を整理し、まとめを行う。 

＊ HS 担当者は、０．～４．までを TOTAL 約 20 分くらいにまとめる。 
＊ HS の内容に、それぞれの人物について、別掲の必須キーワードを必ず全て含むこと。 
＊ HS 担当者はアウトライン（そのまま印刷して配布する）を、担当日の前々回の授業の最初まで

に、野島まで提出し、事前に点検を受ける。これは授業としての水準チェックと、修正・印刷の

時間的な余裕のため。 
     アウトラインの最後には、必ず参考文献一覧を入れること（図書中心。ネット資料は独特も 

のや非専門ものが多いので避ける…この分野は特に多い！Wikipediaや製作者不明の情報などは

もちろん不可＊。 
Academic Honesty や引用のルールなど、SGH でのプレゼンや論文の作成と基本的に同じ 

ルールで）。 
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＜必須キーワード＞ 
それぞれの人物について、発表の内容にすべてを必ず含むべきことがら。 
 

【西洋編】 
プラトン ：「イデア」と「プラトニック･ラブ」、「哲人王」、ソクラテスへの尊敬、史上最大の哲学者

と言われる理由 
パスカル ：近代自然科学に対する信仰の心情の弁護、モラリスト、「人間は考える葦である」 
ベーコン ：近代経験主義、「イドラ」、「科学のユートピア」、学問の大革新 
デカルト ：近代合理主義、「私は考える、ゆえに私は存在する」、哲学の第一原理、後年のデカルトへ

の批判 
カント  ：ドイツ観念論、自由と道徳の関係、実践理性、国際機関の設立による永遠平和の構想 
ヘーゲル  ：歴史と自由の関係、「現実的であるものこそ、理性的である」、弁証法 
ニーチェ  ：実存主義、「神は死んだ」、「超人」、真のエゴイスト 
サルトル  ：「人間は自由の刑に処せられている」、「人間は一つの無益な受難」、「実存は本質に先立つ」、

対自存在 
フロイト  ：精神分析学、「エディプス･コンプレックス」、「イド（エス）・自我・超自我」の互いの関

係、夢判断 
ユング    ：分析心理学、集合的無意識、「元型」、「力（ヌミノース）」、フロイトとの対立・離反して

した理由 
 
【東洋編】 
孔子   ：儒教思想、「徳」、『論語』の内容、「学び」の重要性、君子・聖人に学ぶこと 
親鸞   ：「悪人正機説」、絶対他力、「南無阿弥陀仏」、肉食妻帯、浄土宗から浄土真宗へ 
本居 宣長 ：国学、「もののあはれ」、漢意の批判、『古事記伝』、真に日本らしいものとは何か 
柳田 国男 ：民俗学、「常民」、民間伝承、『遠野物語』の編纂の理由 
西田 幾多郎：「純粋経験」、「人間中心的に見ない」、西洋哲学の方法を用いて東洋思想を理論化 

すること 
 
＜ホット・シートのコツ＝評価のポイントの詳細＞ 
＊ 資料（レジュメ、パワポ打ち出し資料など）を必ず用意しよう。ただし棒読みするのではなく、本

人らしく自分のことばにして、リスナーにわかりやすく語りかけよう。 
＊ 資料の説明の引用だけでなく、例え話を自作するなど、解りやすい説明になるように工夫しよう。 
＊ 『ワイド倫理』の該当のページと、原典からの引用部分（数ページあとにある）は、発表者だけで

なく、司会者・指定ゲスト・ログノート当番の人も必ずよく読んで理解しておこう。（討論で中心的 

＊ 司会者（前の番の人）は、質疑応答から登場し、質疑と討論を上手にまとめながら司会・進行を

する。 
＊ 指定ゲスト（次の番の人）は、発表者の主張に対して効果的な反論を行い、全員での討論のコー

ナーでは、最も中心的に発言する。 
＊ ログ・ノートの当番（次の次の番の人）は、質疑応答を含むすべての内容をできるだけ詳細に記

録する。 
 

＜評価基準＞ 
＊ HS の担当者は、リサーチの深度、説明の解りやすさと論理性＊、発表の基本的なスキルとマナ

ー、アウトラインの構成の完成度、全体的な準備度、演技力、等。 
＊ 司会者は、質問・進行・整理の技術、等。 
＊ 指定ゲストは、反論の論理性・有効性、討論の深度、等。 
＊ リスナーは、発言の内容の論理性・有効性、等。 
＊ ログ・ノートの当番（次の次の番の人）は、所定の項目を満たして詳しく記しているか、等。 
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に使用します） 
＊ BUT、『ワイド倫理』は資料集にすぎない物なので、必ず①哲学全体の入門書、②『ソフィーの世界』、

『倫理用語集』、人名事典、哲学事典、百科事典、（③『ワイド倫理』）、④哲学者の紹介書、⑤本人 
の著作の原典 などでこの順に幅広くかつ詳しく調べ、質問にもしっかり答えられるようにしてお

こう。（国語辞典は不可） 
＊ この分野は特に、インターネット上の情報は、勝手な解釈による「自説」によるものがものすごく

多いので、原則として図書を中心にリサーチすること。どうしてもネット情報を引用する場合は、

大学の研究者（教授・准教授・助教授以上、学生や院生は不可）によるもので、それに加えて、 
その説が、主流説・反対説・少数説・異端説のどの区分か判る場合に限ること。 

＊ 図書の引用情報を示す際には、作者の簡単なプロフィールを、参考文献表に入れること。 
  例：○山 △子（東洋第一大学 人文学部 哲学科 准教授） 
＊ BYOD により PC を用いる場合は、スペックの合う接続コードの準備やファイルの互換性の確保な

ど、担当者本人の責で準備をしておくこと（特に Mac 使用の場合、学校の設備は基本的に windows
モードなので、様々に予期せぬトラブルが起こっています。授業時間を大なしにせぬよう、必ず事

前にトライアルを行っておくこと。）。 
＊ なお「自由レポート」「調査レポート」は、3 月 8 日（木）提出分まで評価に算入可能（12 年生は２

月 23 日（金）まで）です。授業の内容（HS での討論の内容を含む）に対する異論･反論で、オリ

ジナリティがあり、調査に基づいていて、強い“論理的な”形式をとっているものほど高い評価と

します。１通につき、最大「＋」１個の加点が可能です。 

図表３ 教室内の役割・配置イメージ 

図表２ ホット・シート形式の授業の手順と概要 （生徒全員に配布のプリント） 

(教員) 

発表 
反論 

記録 
司会 
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（このようなタイプの授業科目と、日本的な学校制度・環境との整合性の模索など、カリキュラム開発の詳細に

ついては、拙稿「『知識の理論 J』の展開と事例―国際バカロレア（IB）コア科目の理念を、どう国内の教科実

践としていくか―」『千里国際学園 研究紀要』13 号 2009 年 11 月参照） 

 

第２節 授業実践例 

単元名：孔子の思想 （生徒による発表） 

2018 年 2 月実施の授業を紹介する。西洋の思想史の学びが一段落し、東洋思想の項目に入って

最初の時間である。 

ホット・シート担当・孔子役の生徒は高３生で、非常に安定した基本学力とスチューデント・

リテラシーとを持っている。 

 

（１） 学習のねらい 

① 西洋と東洋の世界観や発想法の根本的な違いが大きな勘所となる。特に後段の討論のところ

で、もともと西洋に根源を持つ論理的な考え方を東洋の思想との違いを踏まえた上で、どの

ように適用していくのか、がポイントとなる。 

② 孔子の思想のうち、儒教思想、「徳」、『論語』の内容、「学び」の重要性、君子・聖人に

学ぶこと、が重要事項である。 

③ 現代社会の政治にあてはめ、様々に考えを交換するような討論に発展すれば、さらに深い学

習となる。 

 

（２） 事前の面談 

発表の担当者は、選んだ思想家本人になりきったつもりで（ホット・シート形式）、レジュメ

を用意し、授業の前半を用いて思想の説明など発表を行う役割を担っている。発表に用いるレジ

ュメ（パワーポイントとの兼用可）は事前に教員と面談する中で、所定の要件を満たしているか

どうかのチェックを予め受ける。この生徒の場合は、複数の出典の学術的なリソースに基づき、

図表４ 授業ログ・ノート（生徒たちが交替で授業の記録を行う。事後にシェアされる。） 
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孔子の思想の基本を解りやすく図式化している。主張のところで根拠を３点挙げるところ、結論

との関係を意識しておくことが助言対象となった。 

＊過年度までの実践の振り返りでは、必要な項目を網羅できていない、調べた資料の丸写しで

解り易く自分たちのことばにできていない、などの事例があったため、授業時間と別にアポイン

トメントを取っての事前面談を設けている。特に、その人物の思想のうち最も重要な「主張」一

つを選んで、論理的なフォームに構成する、という段にはやや困難を示す生徒があり、必要に応

じて学期前半の学習の復習も行いながら、結論と根拠が噛み合った構成とするよう個別に面談を

行っている。 

 

（３） 生徒作品・発表のプリント（パワーポイント） 

図表５ 生徒作成の発表資料（パワーポイント） 
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（４） 授業の流れと生徒の様子： 

① M さんによる発表・説明（約 20 分） 

 司会者の紹介により、M さんが孔子になって一人称で思想を説明。案内、パーソナル・ヒスト

リー、思想、キーワード、主張と定型のまま進める。性善説的、権力主義でなく愛や誠実さでの

国づくり、学びの大切さ、などが思想の骨格で、キーワードは儒教思想、「徳」、『論語』の内

容、「学び」の重要性、君子・聖人に学ぶこと、の５つを網羅していたが、特に「徳」「仁」の

概念と、政治との関係については、当時の時代背景を踏まえながら深く取り上げていた。「徳」

のところでは、ソクラテスやパスカルの思想との比較も入れることができていた。発表時間を厳

格に守っていた。 

 ＊事前の面談では、あまり補うことはなく、対抗説（性悪説）との比較を通じてより孔子の思

想の特徴を浮かび上がらせることを、中３年次のディベート学習（性善説 VS 性悪説のテーマで、

荀子、ホッブズ、アナーキストなどを学んだ）の内容を、再想起してもらった。また、主張のと

ころで、根拠が結論をより直接的に支えるものとすることについて、さらに一考を求めた。 

 

   

 

 

② 発表内容に関する生徒たちからの質問と答え（約 3 分） 

Q：聖人と君子の違い？…A：君子は今も修行を積んでいる、聖人はもう完璧な存在。 

Q：孔子自身は君子か？…A：No。文献の中ではそうなっていても。 

Q：民主主義の上での為政者か？…A：一人で治めるのがよいという考え方ではある。 

Q：君子はステップアップすると聖人になれる？…A：本来は別、聖人は存在しがたい。 

 

③ 指定対論生徒による反論（約 3 分） 

徳治政治を行うことで人は平穏で幸せな生活を送れるようにならない。 

(1) 君子だからといって、為政者になれない。 

(2) 為政者であっても、人間は（善悪両面があり）信じきれない。修行を積んでも無理。 

 

発表者による再反論 

よく指摘されていること。だが私は楽観主義者で性善説。「欲」は修養で克服できる。 

図表６ 授業風景（溝上先生ご撮影分から） 



溝上慎一の教育論 http://smizok.net/education/ 

（AL 関連の実践）発表・対論・司会などすべてを生徒が担当する哲学授業（2018 年 10 月 16 日掲載 更新なし） 

-9- 
 

 [印刷ページ] 

④ クラス全体での討論（約 20 分、やりとりを大意要約） 

 為政者が修行中でまだ欠けているところがあると、民衆に影響するのでは？ 

…上に立つ人は完璧を目指すべき。 

 君子になるために、誰が教えるのか？ 

…孔子自身。弟子も伝える。孔子自身もまた学び続けていく。 

もし徳治政治が正しくても、周りの大きな国にサイズや力で負けてしまう。 

…うまく行かなくても「徳」の精神で正しい政治をすることが大切で、優先順位が高い。 

 身分の低い孔子がどうやって機会を得たのか？ 

…身分は中くらい。本人の力で出世していった。 

孔子の考え方を採用した実例は？ 

…強国ではなく、少し弱い国々で学ばれたのではないか。 

為政者の「徳」によって、民衆はどのように影響を受ける？ 

…重税や汚職がなくなり負担が下がる。よい影響が望まれる。 

徳を身に付けた人が為政者となるのは時間がかかり実現しにくい？ 

…まず教育から変えていく必要がある。 

 

＞溝上先生も議論に参加。当番生徒が答える。 

 孔子の親、身分、家族らは？ 

…身分は高くなく貧しかった。若い時に両親を亡くし、15 歳頃から苦しい仕事をしていく中

で、今の政治が間違っていて改善しないといけない、と気づいた。 

 学校がなく、本は書き写しの時代、学問は簡単？ 

…父母は正式な結婚でなく、母方で育てられた。儀式を行う家との説があり、そこで学問に

触れる機会があった。だがこれは説に過ぎない。 

 

＞校長も議論に参加。 

 本校のモットーで、校則ではなく「５リスペクト」で、学校が平穏・幸せになっている。行動

指針という意味で似ている。 

 （生徒から）校長先生は君子ですか？ 

…違うが、性善説支持で、思いやりを大切にしたく思っている。 

 

＞担当教員から、さらに一考を求める。 

 プラトンは理想の政治をどう考えていた？ 

…「哲人王」の政治。しかし無理だと悟り、セカンド・ベストとして民主主義に傾いていっ

た。政治はどうしたらよい？ 

 （以下、生徒たちから） 

…為政者が一人だと責任が重すぎる。役割を分担する。もっと人数が必要である。 

  …すべての人が政治に関わる？ 

  …コンピューター部門など、専門分野に分かれる。 
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 …すべての学問？多すぎないか。 

 （孔子役の生徒）やはり、トップがしっかりして世の中をよくするのがよい！ 

 

⑤ 司会生徒による本時のまとめ（約 3 分） 

人物像、思想・主張、討論の概要などをまとめた。 

＜後のレビューの時間に、本時の振り返りなどを行う。＞ 

 

第３節 今後の課題 

西洋思想編を終えて、生徒たちがこの方式に次第に習熟してきたこと、担当の生徒の準備とパ

フォーマンスが基本的な要件を備えており、且つ討論にふさわしい材料を提供できたこと、反論

者が発表の主要な部分を理解し現実の政治に繋げるようなコメントを構成できたこと、…などが

幸いして、ベーシックな部分には大きな問題のない授業となりました。 

溝上先生がご指摘のように、理解に時間がかかり、メモを取ることができず討論への深い参加

が十分ではない生徒が、一部ありました。 

当校は帰国生徒が多く、学習経験が個々に様々なため、生徒ができるだけ好きな時期に自己の

学習段階に合った授業を取れるように無学年制・自由選択制・学期完結制を採ってきましたが、

近年は生徒数の増加に伴い時間割編成上の困難のため、残念ながら様々な問題が起こっています。

また、授業選択のエントリーが高学年優先の早い者勝ち制（当初の抽選制より移行）であるため、

希望の科目はすべて上級生で先に埋まってしまって選択できない、けれども学習指導要領の選択

必修の要件を満たすには今この科目を取るしかない、として授業を選択する生徒が、社会科に限

らず少なからず生じてきています。 

この科目は本来、世界史の学習を一通り終えるか、特にリサーチの学習に興味が深いような、

高学年生徒による選択を推奨してきましたが、近年はそうもいかなくなってきており、学校大の

課題の一つとなっています。溝上先生が気に留められた生徒はまさにそのような、この科目の学

習のための準備（時代背景、探究・討論スキル、抽象思考の経験知など）が必ずしも十分には伴

っていない、高１生たちでした。 

「世界思想史」では、そのような授業選択のアンバランスな状況が初めて生じた年度となりま

したが、本来、生徒の活動や学習経験を重視するタイプの授業では、個々の生徒のレディネスに

合わせて様々にやりようがあるものと信じ、学期前にいくつかの見直しと修正を施しました。例

えば、発表の段ではじゅうぶんな自主学習の準備期間を取る、発表の事前面談の時間を従前の１

回から原則２回に増やす、ひとまとまりの発表群の後に設けるレビューの時間と回数を増やす、

などが主要な対応策です。科目の前半部でも、できるだけペースをゆっくりにし、マンガなど解

りやすい教材を増やす、などの工夫を講じました。当該生徒たちは、あの場に居てノートを取り、

何か自主的に質問を発するようになっただけでも、学期当初に比べると実はとても大きな進歩で

あり、毎日が連続的なチャレンジだったのです。また、上級生の生徒たちは状況を察して、討論

の中で終始サポーティングな発言に努めるなど、とても協力的・育成的に関わったことも特筆さ

れなければなりません。 

本時の授業でも、「学び」のあり方についてディスカッションで発言した学校長からは、ご自
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身の言語学での授業経験を踏まえて、高度な学習であっても工夫次第でより低学年の生徒にも理

解させることができるはず、との指導を受けましたし、ブルーナーにも類似の主張があります。

（私も国際政治を扱う別の科目では、２年間の休職・大学院での研究・留学の末に、なんとか高

校生向けの形になりうるカリキュラムの開発を行っています。） 

しかし思想史のような、全体として非常に高度に抽象的な内容を、対話的な読書や自問自答の

思索の経験が未だ少ない生徒に教授することは、発達段階上、非常に困難です。海外の研究者の

実践や諸文献には、子どもと学べる哲学、のような図書もありますが、例えば「わたしたちはな

ぜ生きているのだろう」「考えるってなんだろう」のような問いを各自なりに深める段階に留ま

っていて、個別大思想家の思想の全体像の理解はそれらの学習案の中核には位置づけられておら

ず、場面に応じて部分的・便宜的に引用されている段階、という印象です。また、この科目の後

半は、学習指導要領上は「倫理・社会」にも該当する学習項目でもあり、科目間の統合・整理も

当然に必要ですが、担当経験のある教員が「倫理・社会」の一部の単元のみを取り出す独自科目

に専心するなどして協議は進まず、結果として当校の社会科（地歴・公民科）は約二十年間にわ

たって、残念ながら「倫理・社会」がそもそも開講できていない状態です。 

以上のような状況の中にはありますが、IB のコア科目に匹敵するような科目のカリキュラム開

発を目指す以上、周辺事情のせいにしたくはないので、諸学会に参加し、様々な文献を調べ、知

人に助言を求めるなど、何か手がかりがないか、と模索を続けているところです。そしてその模

索の中で、哲学・思想のような高度に抽象事項を扱う学びにおいても、深いアクティヴ・ラーニ

ングは、よりよい理解・上達の鍵となりうると思っています。 

 

 溝上先生のご来校・ご指導に感謝致します。 
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料は多岐にわたるため、省略している。） 
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溝上のコメント 

・ 「ホットシート」の手順と概要がよくできており（図表２）、生徒のノートを見ると、彼らが

各テーマについて深く学んでいる様子がよくわかった。 

・ 図表 6 左は、生徒の発表場面である。声も大きく、良い発表であった。図表 6 右を見るとわ

かるように、あとで質問をしようという気分で生徒が発表を聞いているのがよくわかった。 

・ 帰国子女の生徒が多いことから、生徒の発言から日本語のことばや読みを間違えているもの

が散見された。これはどこかでフィードバックされているだろうか。発表の内容も重要であ

るが、言語活動の一環として言葉一つ一つにもこだわったほうがいいと思う。 

・ 一つ上の授業を目指してコメントすると、発言する生徒と発言しない生徒の個人差が大きく、

聴き方、メモの取り方からまるで異なる。この大きな個人差を教師がどのように指導・支援

していくかが今後の見所だ。総じて、「孔子」をテーマに調べ学習で展開するベテランの授業

という印象だった。 

 

プロファイル 
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・ 野島 大輔（のじま だいすけ）＠関西学院千里国際中・高等部 

・ 一言：学校開設当時は、受験に直接役立つような授業にしてくれ、との保

護者の皆さまからのご苦言を頂くことも多々ありましたが、定められた事

項の丸暗記ではなく、生徒たちが自身の手で本格的に「知」と遊戯・粘闘

するうちに、その苦楽を味わうことの面白さを体得していく姿を毎年見る

ことができ、ひいては保護者の皆さまからのご理解も得ることができるよ

うになり、とてもありがたく思っています。自由な教育を標榜する当校に

あっても、常に制度的な縛りとたたかい続ける宿命をその都度乗り越えて

いくことはとても骨が折れ、毎年不慮の労力が要りますが、これからも授

業のあり方の基本は、本校の開設当初の理念から変えずに進めていけるよ

うでありたいと願っています。 


